


主義、家族主義だろうか、またそれは日本だ

けの特徴だろうか、というと疑問がある。少

なくとも現代日本の集団主義は、機能的（協

同的）集団主義ではなく、同調的集団主義で

ある。同じ顔をしていないと安心できないと

いうことで、現代の集団への同調は「私」の

利害を守るために発動されているのではない

か。

私たちがイメージする「家」というもの、

また違う角度で見ると、違う顔を見せはじめ

る。

『癖，、
２女性と「家」制度

女性と「家」についても歴史の中で多様な

形で変遷してきた。古い時代になればなるほ

ど女性は「家」制度に縛りつけられてきたと

思いがちだが、必ずしもそうではない。最近

盛んになった女性史の研究によって、「家」

制度と差別問題を検討してみると、近世にな

ればなるほど女性の権利が失われてきたプロ

セスがあったといえる。

古代を見ると、婿取り婚で、所有権・財産

権をもつ女性が多く、したがって結婚・離婚

噸震鱒:喜晋雪蹴鯛
たちが考えるより流動的であった。

中世になると武家社会の中で家父長制・

「家」制度が形成されてくる。確立は１３～

１４世紀だが、地域や階層によるバラツキが

ある。家長の役目は家業の経営・財産管理・

先祖供養である。しかし、夫が死亡した場合、

女性が家経営の中心になることも多かった

（北条政子など)。ポルトガルのルイス・フロ

イスが当時の日本の様子を書き残したものの

中に女性の姿がある。そこには、性的自己決
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定権、離婚の決定権、財産権をもち、また、

読み書きをする女性の姿が驚きをもって描か

れている。

近世になると、夫の死後、女性の家長権は

次第に喪失し、「家」の男系男子による相続

が確立してくる。しかし、必ずしも長男相続

でなく、子どもの器量によることもあり、後

家相続が残り、姉家督もあったが、ただし適

当な男子がいない場合の中継相続としてであ

った。

３宗教と性差別

日本仏教においては、女性をことさら特別

視してこなかったが、９世紀後半頃から性差

別が登場し、次第に拡大して１１世紀初頭に

は女人結界が登場する。また五従と三障がセ

ットで登場するのは、１２世紀以後のこと。

それらの背景には「ケガレ」意識があるので

はないか。

４近代社会と「家」制度

家型組織原理は日本社会にあったのだが、

私たちが強く意識するような「家」制度とし

て確立したのは、近代天皇制と「家族」的国

家イメージによってつくられた部分が大き

い。姓についても、夫婦別姓・夫婦同姓が混

在していたが、１８７６年に結婚した女性は婚

家の姓を名乗るようにとの太政官布告が出さ

れた。１８９０年に出された教育勅語によって

家族の秩序が徹底された。夫に従順な妻、軍

国の母として子の教育をするという良妻賢母

教育がなされはじめた。１８９８年明治民法制

定、１８８９年皇室典範が成立した。

こうして明治後期になって、法的にも教育

的にも男系長子の家相続の「家」制度が固め
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られた。それは統治イデオロギーによってな

されたものである。

５戦後の変化の中で／変わり始めた宗教に

おける女性像

「今世紀最大の人権問題」（国連）として

の女性差別問題といわれ、男女対等社会をめ

ざす国際的な共通認識がある。宗教において

もキリスト教では、フェミニスト神学が登場

している。

日本社会は歴史的には女性の社会的地位は

保持されていたのだが、現在では国際社会の

変化の中で出遅れている。法律面での性差別

の存続、労働・社会参加の場での性差別があ

る。夫婦別姓の問題、婚外子差別、女性の再

婚期間短縮のことといった性差別条項など民

法改正が成立していない。国際批判の中で日

本の行政組織の変化が求められている。

真宗における女性住職・「坊守」制度の問

題などを含め、仏教においても性差別批判が

広がりつつある。女性住職についても中継相

続のイメージが残るが、男性の代行としてで

はなく、対等の立場にある宗教者としての女

性住職にしていくべきだ。そうして「家」制

度を脱却しながら新しい関係をつくる必要が

ある。そのためには、男性の意識改革、女性

自身の意識改革が求められてくる。

男性主導の社会から「(対等な関係にある）

両性で形づくる社会」への歩みは、真宗大谷

派の大きな流れの中で決して例外とはならな

いと思う｡男女の固定的な決めつけではない、

風通しのよい社会をつくるためにも、皆さん

の身近なところから性差別を変えていってい

ただきたいと思う。

班別座談会・全体会
での主な意見

家制度に関連する意見

■家制度にしても、権力者側の歴史観だけで

なく、民衆レベルの具体的な生活を通した歴

史観を学ぶことが必要であり、それが自分た

ちが立ち上がっていく力になっていくのでは

ないか。 ′雪爾、
■社会の流れとして男が家事や育児にも参加

し、男女の関係は大きく変化しつつあるが、

その中で「寺だけはそういうわけにはいかな

い」という意見もある。それにも問題を感じ

る。

寺院や教団に関連する意見

■住職を中心としたピラミッド型の寺院か

ら、集合体としての寺院への変革が必要だ。

■両性で形づくる教団の創造は、まず選挙制

度の改革から始めるべきである．それが教団,='、
の活性化につながっていく。

■男女共同参画型の教団といわれるが、そこ

では坊守をどう位置づけるかという、寺の中

の男と女という視点しかない。本来は、真宗

門徒であるということを基本にするべきであ

り、そう考えたときには“帰敬式，，というこ

とがキーワードになるのではないか。そのこ

とを考えればおのずと、それぞれの宗政参加

のあり方が見えてくるのではないか。

■帰敬式や得度式はあくまでも入門の式であ

って、そこに全てのスタート地点を求めるの
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Ｉま少々無理があるのではないか。

■坊守と住職の関係が車の両輪にたとえられ

ることが多々あったが、そこには准坊守や異

姓衆徒、寺族がまったく意識化されてこなか

ったのではないか。

■車の両輪という発想から、全員が寺院の教

化事業のスタッフとして関わっていく方向へ

の改革が必要である。

■車にたとえる場合、ハンドルを握り寺院運

営の舵取りをするのは誰か、ということにな

る。そもそも、寺院や住職・坊守の関係を車

〈鮒緬，､にたとえること自体が問題である。
■今回は「家制度」と「両性」がキーワード

だが、別の視点として同朋会運動における育

成員という視点がある。同朋会運動が進めら

れてくる中では推進員中心の施策に終始し、

育成員の役割・任務・位置づけ・名称等が棚

上げされてきた感がある。今後、育成員がど

うあるべきかを問うなかで、住職・坊守や女

性の解放の問題に取り組んでいかないと単に

文言や形態とか、矛盾の一部を突くだけにと

どまってしまう。

■同じ権利・資格を持つ者が平等に参加でき

ることが保証されるべきであろうが、それは

f卿繍､世襲制度によって維持してきた現実がﾈｯｸ
になり、本当に課題化できるだろうか。

■寺に嫁ぎ、夫が住職になると同時に主体的

選びのないまま坊守になるということは、

「家の宗教から個の自覚」というスローガン

から一番遠いところに置かれている。だから

帰敬式という一つの選びを大切にすべきだと

考える。

■得度について、９歳という自覚的でない年

齢で息子を僧侶にしていく住職の態度という

ものがまさに世襲制の問題の根底にある。
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｢個の自覚」を求め同朋会運動を進めてきた

教団が、男女ともに９歳得度にしたことが問

題であり、男も２０歳での得度にすればよい

のであるし、そういう方向で考えていくべき

である。

■自覚ということと、得度年齢制限の設定と

いうことは難しい問題である。

■教団問題によって、宗門の主体は誰か、寺

院とは、住職とは、ということが危機感をも

って問われてきたはずである。そのことがこ

の坊守制度を通していよいよ鮮明になってき
うた

た・新宗憲で「同朋」ということが調われた

が、残念ながらその「同朋」ということにお

いて女』性が念頭になかった。本来この言葉に

照らされて寺院や僧侶・寺族の関係性が問わ

れているのである。一緒に「同朋」というこ

とを考える中で住職に集中してきた寺の役割

を皆で広く分担すればよい。「同朋」という

理念の中であらゆる条例を検討し直す時期に

来ているのではないか。

坊守制度に関連する意見

■坊守の仕事や労働が見えなくなっている状

況を見えるようにすることと、坊守に対する

退職金等の保障制度の充実によって、坊守が

夫や子どもに依存しがちな体質を克服する方

途を考えていくべきである。

■将来的には坊守は誰がなってもいいが、夫

婦で住職・坊守という立場の人を守る意味で

も、現段階では坊守に任務と保障、選挙資格

を付与していくことが大切である。

■現行の坊守制度がシングルに対応できない

ことなど、矛盾がある。それは、つまり男女

が一対のカップルであることを前提とした条
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例自体が矛盾を抱えているということであ

る。

■坊守を教団として何の位置づけもせず、義

務のみで権利が与えられてこなかった結果と

して、女性の声がまったく反映されてこなか

ったのが教団の現実である。

■婚姻は個人と個人の私的なレベルのことで

あり、それを教団の坊守制度という公の中に

組み込んでいること自体が問題である。

■坊守としての資格・条件・権利を与えてい

くという一つの考え方と、女性が同じ立場で

本当に解放されていくような教団を目指すと

いう考え方の二つの大きな方向がある。

■（臨時措置条例の遵由効力期限である）６

月までに条件整備をして結論を出すのは時期

尚早であるという意見もあるが、期限を延長

すればさらによい結論が出るのか。また、出

た結論に矛盾があった場合に、再度取り組み

直せるような教団の状況があるだろうか。

■個人的には坊守制度は廃止すべきだと考え

るが、段階論として坊守よりも住職の重要な

補佐役として「秘書」を置き、寺院の雑務は

住職を含めてみんなで分担すべきだと思う。

この場合、「秘書」は重要な役職だから教師

資格を必要とする。

■坊守として寺院の重要な役割を担っている

のに何の発言権もないということと、住職の

配偶者を坊守と称することで自動的で否定で

きないことに問題を感じている人の二通りが

あるのではないか。

■最初は坊守にも何らかの資格が必要ではな

いかと考えていたが、夫婦であればなにごと

も共に生活を同じくするということでは、お

互いに照らし合い凡夫として救われていくと

いうことがあるはずだから、そういう意味で

Iま、今は坊守が呼称であることでも納得がい

くようになった。

■「坊守」は寺院という生活の場での呼称と

してあってもよいと思う。坊守と資格という

ことと坊守の任務ということを一緒に考える

と問題が複雑になる。

■現在、住職に大きな権限が与えられている

が、「坊守にも資格を」ということになれば

坊守も住職と同じように「高い所」に上がっ

ていくような意識がでてくるのではと危‘倶す

る。

－２４－
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９３年には政治統合をも視野に入れたＥＵ

へと、様々な曲折はありながらも欧州市

場統合の道のりが辿られてきての今日只

今の出来事である。その推進役を、先の

大戦まで長らく敵対しあってきたドイ

ツ、フランス両国が手を携えて担ったこ

とはとりわけ感慨深く、ヨーロッパが、

世界が、いま大きく動きつつ、グローバ

ル化の歩幅を広げていることを思わずに

はいられない。

ところでわが身辺では、最近、親しく

している外国籍の友人が転居を余儀なく

された。玄関の郵便受けに、“××人

は×国に帰れ！，，のたぐいのビラを入れ

られ、さらに自宅周辺でストーカーまが

いの嫌がらせが続けられたという。「日

本に来てすでに十数年になるけれど、こ

んなに口惜しい、嫌な思いをしたのは初

めて。でも負けません」といっていた彼

女だが、度重なるにつれ、乳飲み子を抱

える身に怖さが募ってきたのだという。

それなど日常的によくあることだ、氷山

の一角に過ぎないとも言われるが、いま

思うだにいたたまれない事件であること

に変わりはない。

国際化、グローバル化は、広くコンセ

ンサスを得た現在のキーワードだとされ

ているが、世界の動き、歴史の胎動への

感性をゆるがせにせず、しかも自らの

日々の暮らしの足元からそれを推し進め

ることの大切さを、自戒したいと思う。
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年明け早々のある日、近くの郵便局で

の一こま。「ドイツにマルクで郵送した

いのですが」という中年男性に、「マル

クでは送れません。ユーロに換算して書

類に記入し直してください」と女性局員。

｢先方がマルクと言っているので、マル

クで送りたいんです」「それができない

んです。全部ユーロ建てになってます」

｢じゃ、そちらで換算してくださいよ･

こっちには分からないんだから｣。とい

うことで結局、女性局員がレート対照表

を見ながら換算した数値を示すことで、

男性の送金手続きは完了した。それは、

遠いヨーロッパ域内の通貨統合という一

大変化の現実性を、文字通り実感させら

れる情景だった。

本年１月１日、欧州連合（ＥＵ）加盟

１５カ国のうち１１ヵ国が、一斉に自国の

通貨をユーロに切り替えた。２０世紀最

後の大事業といわれた欧州単一通貨の誕

生である。人口にして約３億、それぞれ

の国内総生産（ＧＤＰ）の合計は日本の

約１．５倍を擁する。歴史を測れば、二度

の世界大戦の舞台となって荒廃したヨー

ロッパの復興を目指して、まず５２年に

欧州石炭鉄鋼共同体が発足し、５８年に

経済共同体（EEC）に、さらに６７年に

欧州共同体（ＥＣ）として再編、そして
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ｉ
Ｉ
１
１
…
…
！
！
１
１

大谷大学教授松村尚子
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しないものですが、身を飾るかのように多く

の言葉を取り込もうとすればする程、逆に言

葉は小さくなってしまいます。

たとえばここにコップがあるとします。水

を入れて飲めばそれはコップですが、そこに

花を挿せば、ガラスの花瓶となります。この

事は同じ物であってもその働きによって名前

が違ってくるということを教えてはいないで

しょうか。

つまり物は、もっているはたらきを通して

初めて意味をもつものであり、それに応じた

名前が与えられるという事になります。気を忽電､'リ
つけていないと物事の一面だけをとらえて物

の一つの名前しか知らないで過ごしてしまう

という恐れがあります。言葉の色々なはたら

きを見つめ直すという意味において、今回の

向井さんの記事には幾つかのヒントをいただ

いたような気がします。

人々が「無重力」という言葉から、そのは

たらきを１４万4,700通りも見出だされたと

いう事の上に、応募にはいたらなくとも、考

えて見た、とおっしゃる人の数を重ねて考え

てみますと、言葉のもつひろがりの大きさに

ただ圧倒されてしまいます。

、

(滋賀県彦根市大照里美）
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向井千秋さんが宇宙から「宙がえり何度

もできる無重力｣と詠まれた上の句に対し、

下の句を公募されたところ１４万4,700句が

届けられたと聞きました。その数の多さに驚

いています。重力の中に生きる私たちからそ

の想像の楽しさもあるのでしょうが、一つに

はその平易な言葉の問いかけに対する取り組

みやすさがあるように思います。

心を伝える手段として私たちは日常的に言

葉を使っておりますが、考えてみますと一つ

ひとつの言葉には、既に一つひとつの定義づ

けをしてしまっており、その範囲のやりとり

に終始していないでしょうか。真宗に学んで

おりますと信心が要であるという教えをこう

むりますと、それは「如来より賜わりたる信

心」であるのですが、一般的に「信心」と言

いますと「私が信じる心」であり、心の中か

らおこるもの、という立場をとります。

一つの言葉でありながら方向が違うのです

から、当然の事ながら見える世界が違ってき

ます。どちらから物を見るかどのような視点

でとらえるのか大きな分かれ道ではないでし

ょうか。また、言葉に最初の定義づけをして

しまいますと、そこでとどまってしまい、そ

の言葉の別のはたらきを、なかなか見ようと

下の句特選

「湯船でくるり

「水のまりつき

わが子の宇宙」

できたらいいな」
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嗣 励願阿
おえけいこ

『福祉ってなあ(こ』ホルム麻植佳子著ふたば書房

看護婦という立場から介護、子育て、性教育、健康問題そしてスウェーデンの福祉事情と

広いテーマをとおして、日本の福祉事業の問題性と私たちの福祉に関する誤った認識を厳し

く問いただしてくれる。その根底に、人間として生きるとはどういうことか、そして女と男

にどのような関わり方が願われているのかという、人間の根元的な問いと、いのちへのエー

ルが流れている。これからの生き方を問う意味でお薦めしたい一冊。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■－－一一一一一一一一ｰｰ申のｰｰｰｰーーーー一一一一ーー一一ーーーーーｰｰｰｰーーー一一ーーーー･■■■ーーーーーーーーーーー

Ｆ

伊戸口

「全力疾走した男たち』中村彰著近代文芸社

一企業戦士の男性学一

「男たちよ！もっと利己主義になろう。心の奥底に仕舞い込み自分で封印してしまった

‘‘心の叫び”‘‘ホンネ”に耳を傾け、自分の気持ちに忠実になろう。たった一度の人生を、自

分のために生きようではないか｡」（本文より）

「夫と同じ墓に入りたくない」という女性たちの声の中に男として夫としての自分自身の

問題を悟ったという著者は、仲間たちとメンズセンター（大阪）を設立し、メンズリブの活

動を続けている。本書をとおして、既存の「男らしさ」に囚われることなく「自分らしく生

きる」ということの意味を、今日の全力疾走の男たちに問いかけてくる。

回女性室に新しいスタッフが加わりました。（1999年１月10日付）

口巨津善祐（おおづぜんゆう）大阪教区明福寺住職

１９５９年生まれα母、妻、子の３人。

９歳の時、前住職が半身不髄の病気のため、お手伝いの感覚で得度し、少しでも親

の役にたつようにと単純に法務を手伝うようになる。一方、スポーツが好きで将来ス

ポーツ選手になりたくて、寺を継ぐことに反発するようになるが、２９歳の秋、体調を

崩し検査の結果、癌告知を受けそれによって自分の命、死等、危機感をもって考える

ことにより真宗に出会ったような気がする。あれから１０年危機感が消えては出てき

て、出てくれば消える日々である。スタッフを受けるにあたり、自分自身の問題とし

て受け止め歩んでいきたいと思っている。

回松本良平（まつもとりょうへい）京都教区浄教寺衆徒

１９５１年生まれ。

一人ひとりの人がもっと沢山、自｢'，．選択できる「場」が、これからの語らい、方

向の中で、生み出されてくればと思っています。

同時に、目的のための手段が、いつのまにか固定化し絶対化していって風が流れなく

なってしまうことの「恐れ」も持ち続けられたらと思っています。

－２７－



あいあう（第４号）

１９９８年女性室活動日誌

【女性室会議・公開講座等】

１月13日第２２回女性室会議

１月30日第２３回女性室会議

第４回女性室公開講座

２月９日第２４回女性室会議

２月23日第２５回女性室会議

３月６日第２６回女性室会議

第５回女性室公開識座

３月20日公報誌『あいあう』第２号発行。

４月23日女'性室スタッフ自主会議

５月14日第２７回女性室会議

５月29日第２８回女性室会議

６月24日第２９回女性室会議

７月14日第３０回女性室会議

７月24日第３１回女性室会議

７月29日第１回女'性会議（～７月３１日)。

８月20日第３２回女性室会議

９月１日第３３回女性室会議

９月11日第３４回女性室会議

９月29日第３５回女性室会談

１０月６日第３６回女性室会議

１１月１日公報誌『あいあう』第３号発行。

１１月４日第３７回女‘性室会議

１１月24日第３８回女性室会議

１９９８年度第１回女性室公開講座

１２月９日第３９回女性室会議

12月21日第４０回女性室会議

【スタッフ派遣】

１月20日京都教区坊守会研修会

２月20日大阪教区研修会

３月４日四国教区研修会

九州連区研修会

３月１６日

５月１８日

５月26日

６月４日

６月１２日

６月２３日

９月５日

９月29日

１０月９日

10月22日

１０月３０日

１１月１３日

１１月１６日

１２月１０日

12月１１日

鹿児励教区研修会

岡崎教区坊守会研修会

仙台教区坊守会研修会

三条教区同朋会議にスタッフ派遣。

東京教区研修会にスタッフ派遣。

浄土真宗本願寺派東京教区「寺族女性

会議」

非戦・平和沖縄研修会

京都教区「制度検討委員会」

四国教区研修会

四国教区研修会

久留米教区坊守会研修会

久留米教区研修会

四国教区坊守会研修会

山形教区同肌会議へ

高田教区研修会

大聖寺教区坊守会研修会

＊編集後記＊

「寺院教会条例の施行に関する臨時措置条例」

の遵由効力期限が間近に迫っております。この２

年間様々な声や人と出会いました。その意味で貴

重な２年間だったといえます。皆さんはどんな出

会いがあったでしょうか。

今あらためて『大無量寿経」の中に「願文」が

たてられてあることの大切さを感じます。どんな

世界が願われており、それをうけて私はどういう

世界を願っているのか、常にそこにたちかえるこ

とによって、座り込もうとしている私たちのあり

方から、もう一度立ち上がる力が湧いてきます。

とまどい、迷いながらも歩み続けていけることの篠室、

確かさを知らされます。（見）

◎本誌３号に下記の誤りがありましたので訂正し、お詫びします。

Ｐ７

Ｐ,１７

右段９行目１８７９年（明治１２）→1886年（明治１９）
１５行目（明治１９）→（明治２３）

枠外右下１行～２行目の“同上,,をとる。
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